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(57)【要約】
【課題】管腔状組織を精度良く且つ効率良く観察できる
画像を生成し得る医用画像生成装置、方法およびプログ
ラムを得る。
【解決手段】医用画像データから大腸に対応するデータ
を特定するデータ特定手段２０と、大腸の芯線を設定す
る芯線設定手段２１と、芯線に直交する面内における腸
管径を算出する管腔径算出手段２２と、芯線上に設定さ
れた視点を芯線に沿って移動させるときの、視点各々の
位置に対応した大腸を表す仮想内視鏡画像を、大腸に対
応するデータを基にして生成することにより、一連の仮
想内視鏡画像からなる仮想内視鏡画像群を生成する画像
群生成手段２３と、芯線に沿って移動する視点の移動位
置に応じて生成された一連の仮想内視鏡画像を表示させ
るときの、芯線に沿った視点の移動速度を、視点の移動
位置における、算出された腸管径を基にして設定する移
動速度設定手段２４とを備える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体を撮像して得られた医用画像データを基にして、観察対象である管腔状組織を表
す一連の観察用画像からなる観察用画像群を生成して表示する医用画像生成装置であって
、
　前記医用画像データから前記管腔状組織に対応する管腔状組織データを特定するデータ
特定手段と、
　前記特定された管腔状組織データを基にして、前記管腔状組織の芯線を設定する芯線設
定手段と、
　前記特定された管腔状組織データを基にして、前記芯線に直交する面内における前記管
腔状組織の径を算出する管腔径算出手段と、
　前記芯線上に設定された表示基準点を前記芯線に沿って移動させるときの、前記表示基
準点各々の位置に対応した前記管腔状組織を表す前記観察用画像を、前記特定された管腔
状組織データを基にして生成することにより、一連の当該観察用画像からなる前記観察用
画像群を生成する観察用画像群生成手段と、
　前記芯線に沿って移動する前記表示基準点の移動位置に応じて前記生成された一連の観
察用画像を表示させるときの、前記芯線に沿った前記表示基準点の移動速度を、当該表示
基準点の移動位置における、前記算出された管腔状組織の径を基にして設定する移動速度
設定手段と、を備えたことを特徴とする医用画像生成装置。
【請求項２】
　前記移動速度設定手段は、前記表示基準点の移動位置における、前記算出された管腔状
組織の径に比例するように前記移動速度を設定することを特徴とする請求項１記載の医用
画像生成装置。
【請求項３】
　前記観察用画像群生成手段は、複数の前記観察用画像群を生成し、当該複数の観察用画
像群を、前記芯線上の同一移動位置の前記表示基準点に対応した前記観察用画像を並列し
て表示させる構成であり、
　前記複数の観察用画像群が、
　前記特定された管腔状組織データを基にして生成され、前記表示基準点としての視点か
ら前記管腔状組織の内部を観察した場合に観察されると想定される状態を表す仮想内視鏡
画像群と、
　前記特定された管腔状組織データを基にして生成され、実際の前記管腔状組織の状態を
表す実管腔状組織画像群と、からなることを特徴とする請求項１または２記載の医用画像
生成装置。
【請求項４】
　前記管腔状組織が大腸であることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項記載の医用
画像生成装置。
【請求項５】
　被検体を撮像して得られた医用画像データを基にして、観察対象である管腔状組織を表
す一連の観察用画像からなる観察用画像群の生成処理を行う医用画像生成方法であって、
　前記医用画像データから前記管腔状組織に対応する管腔状組織データを特定する管腔状
組織特定ステップと、
　前記特定された管腔状組織データを基にして、前記管腔状組織の芯線を設定する芯線設
定ステップと、
　前記特定された管腔状組織データを基にして、前記芯線に直交する面内における前記管
腔状組織の径を算出する管腔径算出ステップと、
　前記芯線上に設定された表示基準点を前記芯線に沿って移動させるときの、前記表示基
準点各々の位置に対応した前記管腔状組織を表す前記観察用画像を、前記特定された管腔
状組織データを基にして生成することにより、一連の当該観察用画像からなる前記観察用
画像群を生成する観察用画像群生成ステップと、
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　前記芯線に沿って移動する前記表示基準点の移動位置に応じて前記生成された一連の観
察用画像を表示させるときの、前記芯線に沿った前記表示基準点の移動速度を、当該表示
基準点の移動位置における、前記算出された管腔状組織の径を基にして設定する移動速度
設定ステップと、をこの順に行うことを特徴とする医用画像生成方法。
【請求項６】
　被検体を撮像して得られた医用画像データを基にして、観察対象である管腔状組織を表
す一連の観察用画像からなる観察用画像群の生成処理を、コンピュータにおいて実行せし
める医用画像生成プログラムであって、
　前記医用画像データから前記管腔状組織に対応する管腔状組織データを特定する管腔状
組織特定ステップと、
　前記特定された管腔状組織データを基にして、前記管腔状組織の芯線を設定する芯線設
定ステップと、
　前記特定された管腔状組織データを基にして、前記芯線に直交する面内における前記管
腔状組織の径を算出する管腔径算出ステップと、
　前記芯線上に設定された表示基準点を前記芯線に沿って移動させるときの、前記表示基
準点各々の位置に対応した前記管腔状組織を表す前記観察用画像を、前記特定された管腔
状組織データを基にして生成することにより、複数の当該観察用画像からなる前記観察用
画像群を生成する観察用画像群生成ステップと、
　前記芯線に沿って移動する前記表示基準点の移動位置に応じて前記生成された一連の観
察用画像を表示させるときの、前記芯線に沿った前記表示基準点の移動速度を、当該表示
基準点の移動位置における、前記算出された管腔状組織の径を基にして設定する移動速度
設定ステップと、を前記コンピュータにおいて実行せしめることを特徴とする医用画像生
成プログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、観察対象である管腔状組織を表す観察用画像の生成に関するものであり、更
に詳細には、芯線に沿って移動する視点に対応した一連の観察用画像を適切に表示させる
医用画像生成装置、方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、癌における死亡原因のうち大腸癌による死亡率が上昇しており、これを受けて大
腸癌の早期発見および治療のため、内視鏡検査等を利用した検診プログラムが開発されて
いる。そのうち、ＣＴ（computed　tomography）を利用して大腸を撮影して得られた医用
画像データを基にして、仮想内視鏡機能を用いて腸管内を診断する手法は、CT－Colonogr
aphy（ＣＴＣ）と呼ばれ、様々な施設で用いられている（例えば、特許文献１を参照）。
【０００３】
　診断対象である大腸の内部には、大腸ヒダが長手方向（芯線方向）に所定間隔で並んで
存在し、この大腸ヒダが密集した状態をそのまま仮想内視鏡表示させたのでは精度良く観
察を行うことが難しい。そこで、大腸内部に医療用ガスを注入して大腸を膨張させ、径方
向および芯線方向に大腸ヒダを拡げた状態で撮影を行い、大腸内部を見やすくした仮想内
視鏡表示を行うことが一般に行われている。ここで、肛門側から医療用ガスを注入する場
合、医療用ガスは手前側の肛門に近い部分よりも奥側の小腸に近い部分に溜まりやすいた
め、肛門に近い部分に比べて小腸に近い部分が大きく膨張される。
【０００４】
　ところで、仮想内視鏡表示は、芯線上に設定された視点位置に対応した仮想内視鏡画像
を表示させるようにして行われるが、この視点の移動形態として、手動操作により視点を
芯線に沿って移動させる形態と、自動で視点を芯線に沿って一定の移動速度で移動させる
形態とが考えられる。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－０８８８９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　観察者の操作負担軽減という観点から、視点を自動で移動させる形態が選択される場合
が多いが、この形態においては、十分に膨張されていない部分（肛門に近い部分）も、十
分に膨張された部分（小腸に近い部分）も、同一の移動速度で視点が移動されることとな
る。このため、十分に膨張されていない部分における視点の移動速度が速すぎて、特に大
腸ヒダ同士の間を十分に観察することが難しかったり、もしくは十分に拡張された部分に
おける視点の移動速度が遅すぎて、大腸全体の観察に時間がかかることがあるという課題
があった。
【０００７】
　本発明は上記のような課題に鑑みてなされたものであり、管腔状組織を精度良く且つ効
率良く観察できる画像を生成し得る医用画像生成装置、方法およびプログラムを提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明に係る医用画像生成装置、方法およびプログラムは、
以下のように構成されている。
【０００９】
　すなわち、本発明に係る医用画像生成装置は、
　被検体を撮像して得られた医用画像データを基にして、観察対象である管腔状組織を表
す一連の観察用画像からなる観察用画像群を生成して表示する医用画像生成装置であって
、
　前記医用画像データから前記管腔状組織に対応する管腔状組織データを特定するデータ
特定手段と、
　前記特定された管腔状組織データを基にして、前記管腔状組織の芯線を設定する芯線設
定手段と、
　前記特定された管腔状組織データを基にして、前記芯線に直交する面内における前記管
腔状組織の径を算出する管腔径算出手段と、
　前記芯線上に設定された表示基準点を前記芯線に沿って移動させるときの、前記表示基
準点各々の位置に対応した前記管腔状組織を表す前記観察用画像を、前記特定された管腔
状組織データを基にして生成することにより、一連の当該観察用画像からなる前記観察用
画像群を生成する観察用画像群生成手段と、
　前記芯線に沿って移動する前記表示基準点の移動位置に応じて前記生成された一連の観
察用画像を表示させるときの、前記芯線に沿った前記表示基準点の移動速度を、当該表示
基準点の移動位置における、前記算出された管腔状組織の径を基にして設定する移動速度
設定手段と、を備えたことを特徴とする。
【００１０】
　上述の医用画像生成装置において、前記移動速度設定手段は、前記表示基準点の移動位
置における、前記算出された管腔状組織の径に比例するように前記移動速度を設定する構
成が好ましい。
【００１１】
　上述の医用画像生成装置において、
　前記観察用画像群生成手段は、複数の前記観察用画像群を生成し、当該複数の観察用画
像群を、前記芯線上の同一移動位置の前記表示基準点に対応した前記観察用画像を並列し
て表示させる構成であり、
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　前記複数の観察用画像群が、
　前記特定された管腔状組織データを基にして生成され、前記表示基準点としての視点か
ら前記管腔状組織の内部を観察した場合に観察されると想定される状態を表す仮想内視鏡
画像群と、
　前記特定された管腔状組織データを基にして生成され、実際の前記管腔状組織の状態を
表す実管腔状組織画像群と、からなる構成が好ましい。
【００１２】
　また、観察対象である前記管腔状組織が大腸であることが好ましい。
【００１３】
　本発明に係る医用画像生成方法は、
　被検体を撮像して得られた医用画像データを基にして、観察対象である管腔状組織を表
す一連の観察用画像からなる観察用画像群の生成処理を行う医用画像生成方法であって、
　前記医用画像データから前記管腔状組織に対応する管腔状組織データを特定する管腔状
組織特定ステップと、
　前記特定された管腔状組織データを基にして、前記管腔状組織の芯線を設定する芯線設
定ステップと、
　前記特定された管腔状組織データを基にして、前記芯線に直交する面内における前記管
腔状組織の径を算出する管腔径算出ステップと、
　前記芯線上に設定された表示基準点を前記芯線に沿って移動させるときの、前記表示基
準点各々の位置に対応した前記管腔状組織を表す前記観察用画像を、前記特定された管腔
状組織データを基にして生成することにより、一連の当該観察用画像からなる前記観察用
画像群を生成する観察用画像群生成ステップと、
　前記芯線に沿って移動する前記表示基準点の移動位置に応じて前記生成された一連の観
察用画像を表示させるときの、前記芯線に沿った前記表示基準点の移動速度を、当該表示
基準点の移動位置における、前記算出された管腔状組織の径を基にして設定する移動速度
設定ステップと、をこの順に行うことを特徴とする。
【００１４】
　本発明に係る医用画像生成プログラムは、
　被検体を撮像して得られた医用画像データを基にして、観察対象である管腔状組織を表
す一連の観察用画像からなる観察用画像群の生成処理を、コンピュータにおいて実行せし
める医用画像生成プログラムであって、
　前記医用画像データから前記管腔状組織に対応する管腔状組織データを特定する管腔状
組織特定ステップと、
　前記特定された管腔状組織データを基にして、前記管腔状組織の芯線を設定する芯線設
定ステップと、
　前記特定された管腔状組織データを基にして、前記芯線に直交する面内における前記管
腔状組織の径を算出する管腔径算出ステップと、
　前記芯線上に設定された表示基準点を前記芯線に沿って移動させるときの、前記表示基
準点各々の位置に対応した前記管腔状組織を表す前記観察用画像を、前記特定された管腔
状組織データを基にして生成することにより、複数の当該観察用画像からなる前記観察用
画像群を生成する観察用画像群生成ステップと、
　前記芯線に沿って移動する前記表示基準点の移動位置に応じて前記生成された一連の観
察用画像を表示させるときの、前記芯線に沿った前記表示基準点の移動速度を、当該表示
基準点の移動位置における、前記算出された管腔状組織の径を基にして設定する移動速度
設定ステップと、を前記コンピュータにおいて実行せしめることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る医用画像生成装置は、一連の観察用画像を表示させるときの、芯線に沿っ
た表示基準点の移動速度を、当該表示基準点の移動位置における管腔状組織の径を基にし
て設定するように構成されている。このため、管腔状組織の径に応じた移動速度の設定、
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例えば管腔状組織の径が相対的に小さな部分は、表示基準点の移動速度を相対的に低く、
管腔状組織の径が相対的に大きな部分は、表示基準点の移動速度を相対的に高くする設定
が可能である。
【００１６】
　これにより、管腔状組織の大径部分（大腸ヒダが径方向および芯線方向に広がった部分
であって観察しやすい部分）においては、観察精度を確保しつつ表示基準点の移動速度が
高く設定されるので、観察用画像群の表示に要する時間を短縮して、診断効率を向上させ
ることができる。一方、管腔状組織の小径部分（大腸ヒダが径方向および芯線方向に密集
した部分であって観察し難い部分）においては、表示基準点の移動速度が低く設定される
ので、密集した大腸ヒダをじっくりと観察することができる。よって、管腔状組織におけ
る小径部分の観察精度を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明に係る医用画像生成装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す医用画像生成装置において実行される処理の流れを示すフローチャー
トである。
【図３】医用画像データを基にして特定された大腸全体を示す図である。
【図４】（ａ）大腸内部を示す展開図であって、（ｂ）は芯線上の位置と腸管径との関係
を示すグラフである。
【図５】視点移動速度を設定するための基となるグラフの例であって、（ａ）は腸管径に
比例した移動速度を設定する場合のグラフで、（ｂ）は腸管径の冪乗に比例した移動速度
を設定する場合のグラフである。
【図６】膨張部分の視点移動速度を説明するための模式図であって、（ａ）は膨張前の腸
管を示す模式図で、（ｂ）は膨張後の腸管を示す模式図である。
【図７】（ａ）は膨張された部分の仮想内視鏡画像であって、（ｂ）は十分に膨張されて
いない部分の仮想内視鏡画像である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態について、上述の図面を参照しつつ詳細に説明する。まず、図
１を参照しながら、本発明に係る医用画像生成装置１の装置構成について説明する。
【００１９】
　図１に示す医用画像生成装置１は、医用画像撮像装置４（例えばＣＴ）により得られた
被検体の医用画像データに基づいて、マウスやキーボード等からなる操作装置３により選
択された部位を観察するための観察用画像を、表示装置２に表示させるものである。この
医用画像生成装置１は、特に大腸等の管腔状組織の観察に好適な表示を行わせることがで
きる点に特徴を有する。
【００２０】
　医用画像生成装置１は、コンピュータ等から構成されており、図１に示すように、制御
部１１、データ記憶部１２、表示データ出力インタフェース１４、操作入力インタフェー
ス１５および画像データ入力インタフェース１６を備えて構成される。
【００２１】
　制御部１１は、各種の演算処理を行うＣＰＵおよび所定のプログラムが格納されたメモ
リにより構成され、データ特定手段２０、芯線設定手段２１、管腔径算出手段２２、画像
群生成手段２３、移動速度設定手段２４および画像表示手段２５を備える（詳細は後述）
。データ記憶部１２は、ハードディスク、ＲＡＭまたはＲＯＭ等の記憶装置により構成さ
れ、制御部１１との間で各種データの送受信が可能に構成される。
【００２２】
　表示データ出力インタフェース１４は、制御部１１から出力される表示データを表示装
置２に伝達するインタフェースである。操作入力インタフェース１５は、操作装置３から
入力される各種操作信号を制御部１１に伝達するインタフェースである。画像データ入力
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インタフェース１６は、医用画像撮像装置４からの医用画像データを制御部１１に伝達す
るインタフェースである。
【００２３】
　次に、医用画像生成装置１の作動、すなわち、表示装置２に出力される表示データの生
成手順について、図３～図７を参照しつつ、図２に示すフローチャートに沿って説明する
。
【００２４】
　以下においては、被検体を医用画像撮像装置４により断層撮影し、断層撮影して得られ
た断層画像群からなる医用画像データ（例えばＣＴ値）に基づいて、診断対象である大腸
を観察するための画像（観察用画像）を表示装置２に表示させる場合について説明する。
本発明に係る医用画像生成装置１は、大腸等の管腔状組織を精度良く且つ効率良く診断で
きる表示を行わせることができる点に特徴を有する。なお、次述する表示データの生成お
よび表示装置２への出力手順は、本発明の一実施形態に係る医用画像生成プログラムに従
って実行されるものである。
【００２５】
　〈１〉まず、医用画像撮像装置４から医用画像生成装置１に、被検体を断層撮影して得
られた医用画像データが入力される（医用画像データ入力ステップ；図２のステップＳ１
０参照）。医用画像生成装置１に入力された医用画像データは、データ記憶部１２に記憶
される。なお、本実施形態では、被検体の医用画像データを医用画像撮像装置４から取得
する構成を想定しているが、この構成に代えて、ＣＤやＤＶＤ等の情報記憶媒体に記憶さ
れた医用画像データを必要に応じて読み出して取得するようにしても良い。
【００２６】
　ところで、大腸内部には、大腸ヒダが芯線方向に所定間隔（一定の間隔である必要はな
い）をおいて配列され、この大腸ヒダの間隔が狭い状態を撮像して観察用画像（仮想内視
鏡画像）として表示させると、特に大腸ヒダ間の観察がし難くなる。そこで、肛門側から
医療用ガスを注入して、大腸（大腸ヒダ）を径方向および芯線方向に拡張させ、この状態
で医用画像撮像装置４により断層撮影される。なお、本実施形態においては、医療用ガス
を注入して大腸を膨張させることにより、径方向へ膨張すると同時に芯線方向へも膨張し
、大腸ヒダの芯線方向における間隔は腸管径に応じて広がるものとして説明を行う。
【００２７】
　〈２〉制御部１１のデータ特定手段２０は、操作装置３から入力される観察対象を選択
する操作信号（この場合は大腸を選択する操作信号）に基づいて、データ記憶部１２に記
憶された医用画像データを読み出す。そして、この読み出した医用画像データ（ＣＴ値）
に基づいて、大腸に対応する医用画像データを特定する（データ特定ステップ；図２のス
テップＳ２０参照）。ここで、医用画像データ（ＣＴ値）に基づいて、大腸に対応する医
用画像データを特定する方法としては、例えばＣＴ値の閾値を設定しておき、ＣＴ値をそ
の閾値と比較し、その比較の結果に基づいて特定することが可能である。
【００２８】
　ここで図３に、データ特定手段２０により特定された医用画像データを基にして表した
大腸を示している。大腸３０は、小腸側から順に、結腸３２と、Ｓ状結腸３６と、直腸３
７とに大別される。さらに結腸３２は、上方に延びる上行結腸３３と、上行結腸３３に繋
がって左右に延びる横行結腸３４と、横行結腸３４に繋がって下方に延びる下行結腸３５
とに分けられる。上行結腸３３の小腸側には、内部に回腸弁（図示せず）を備える盲腸３
１が存在し、この回腸弁の作用によって、小腸から上行結腸３３に進んだ食物が小腸に還
流しないようになっている。
【００２９】
　また、肛門側から大腸３０に医療用ガスを注入するときには回腸弁が閉じているため、
小腸に近い上行結腸３３に医療用ガスが溜まり易く、また組織的にも伸び易いものとされ
ているので、この部分は比較的膨張され易い。一方、肛門に近い下行結腸３５、Ｓ状結腸
３６および直腸３７は、ガスが奥に向かって流れていき易く、また組織的にも伸び難いも
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のとされているので、これらの部分は比較的膨張され難い。このため、医療用ガスを注入
した状態では、図３に示すように、大腸３０の太さが部分的に異なっている。
【００３０】
　〈３〉制御部１１の芯線設定手段２１は、データ特定手段２０によって特定された医用
画像データを基にして、大腸３０の芯線を設定する（芯線設定ステップ；図２のステップ
Ｓ３０参照）。本実施形態では、非特許文献である「Stephen R. Aylward, Member, IEEE
 and Elizabeth Bullitt, “Initialization, Noise, Singularities, and Scale in Hei
ght Ridge Traversal for Tubular Object Centerline Extraction” IEEE TRANSACTIONS
 ON MEDICAL IMAGING, VOL. 21, NO.2, FEBRUARY 2002」に開示された手法により、芯線
を設定する。
【００３１】
　具体的には、まず、医用画像データの各データ値（ＣＴ値）に基づき、画像データ空間
内の局所領域において大腸３０の芯線上に位置すると推定される点（以下「経由点」と称
する）を設定する。次に、経由点を含む局所領域におけるヘッセ（Hesse）行列の固有値
を算出し、算出された固有値に基づき大腸３０の芯線の主軸方向（芯線の延びる方向）を
求め、その主軸方向に新たな経由点を設定する。この手順を繰り返すことにより多数の経
由点を順次設定し、設定された経由点同士を滑らかに連結することにより、大腸３０の全
体的な芯線を設定する。
【００３２】
　〈４〉制御部１１の管腔径算出手段２２は、データ特定手段２０によって特定された医
用画像データを基にして、ステップＳ３０で設定された芯線に直交する面内における腸管
径を算出する（腸管径算出ステップ；図２のステップＳ４０参照）。ここで、腸管径算出
の具体例について、図４を参照しながら説明する。
【００３３】
　図４（ａ）には、屈曲した大腸３０を真っ直ぐにして展開し、紙面右側を小腸側、紙面
左側を肛門側とした展開図を示している。ステップＳ４０において管腔径算出手段２２は
、この図４（ａ）に示す大腸３０の芯線上の各位置における腸管径を算出し、算出した腸
管径を、芯線上の位置に対応付けてデータ記憶部１２に記憶させる。このようにして記憶
された、芯線上の位置と腸管径との関係をグラフに表したものが、図４（ｂ）である。こ
れら図４（ａ）および図４（ｂ）から分かるように、大腸３０のうちで、上行結腸３３は
膨張されて太くなっているが、特に下行結腸３５およびＳ状結腸３６は膨張されておらず
、膨張された上行結腸３３と比較して腸管径が細い。腸管径に対応するように、上行結腸
３３では芯線方向における大腸ヒダの間隔が広くなっているが、下行結腸３５およびＳ状
結腸３６では、膨張された上行結腸３３と比較して芯線方向における大腸ヒダの間隔が狭
くなっている。
【００３４】
　〈５〉制御部１１の画像群生成手段２３は、データ特定手段２０によって特定された医
用画像データを基にして、大腸内部を表す仮想内視鏡画像を生成する（画像群生成ステッ
プ；図２のステップＳ５０参照）。ここでは、芯線上を移動する視点を想定し、この視点
から見えると想定される大腸内部を表す仮想内視鏡画像を視点位置毎に生成することによ
り、一連の（複数の）仮想内視鏡画像からなる仮想内視鏡画像群（観察用画像群）を生成
する。
【００３５】
　なお、本発明に係る医用画像生成装置１は、ステップＳ５０で生成された一連の仮想内
視鏡画像を、視点の移動位置に対応させて表示装置２に表示させるものである。そのとき
の視点の移動形態として、操作手段３を操作して手動で移動させる形態と、制御部（移動
速度設定手段２４）により設定された速度により自動で移動させる形態とを選択可能に構
成されている。以下の説明では、上記２つの視点の移動形態のうち、自動で移動させる形
態を中心に説明を行う。
【００３６】
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　従来構成のように、視点を自動で一定速度で移動させて仮想内視鏡画像を表示させる場
合、腸管径の細い部分（大腸ヒダが芯線方向に密集する部分）を精度良く観察できるよう
に視点の移動速度を低く設定すると、腸管径の太い部分（大腸ヒダが芯線方向に広がった
部分）の視点の移動速度が遅くなりすぎることがある。よって、大腸３０全体に亘る仮想
内視鏡画像の表示に時間がかかり、効率良く診断を行うことが困難になる。これとは反対
に、腸管径の太い部分に合わせて視点の移動速度を高く設定すると、迅速に診断を行うこ
とができるものの、腸管径の細い部分において視点の移動速度が速くなりすぎて、精度良
く観察を行うことが困難になる。
【００３７】
　〈６〉このようなことから、観察精度を確保しつつ診断効率を高めるためには、腸管径
の太い部分では視点の移動速度を上げ、反対に腸管径の細い部分では視点の移動速度を下
げて、仮想内視鏡画像を表示させる構成が望まれる。そこで、本発明に係る医用画像生成
装置１では、プログラムＳ４０で算出した腸管径を基にして、芯線上の各位置における視
点の移動速度を設定する（視点の移動速度設定ステップ；図２のステップＳ６０参照）。
【００３８】
　ステップＳ６０における視点移動速度の設定について、詳しく説明する。視点移動速度
の設定に際しては、大腸３０の腸管径Ｒと、観察精度および観察効率の点から大腸３０内
部の観察に適した視点移動速度Ｖとの関係を予め求めておき、例えば図５（ａ）に示すよ
うな一次関数として、制御部１１のメモリに記憶させておく。ステップＳ６０に進むと、
制御部１１の移動速度設定手段２４がこの一次関数を読み出し、この一次関数とステップ
Ｓ４０で算出された腸管径Ｒとから、芯線上の視点位置毎の視点移動速度Ｖを、大腸３０
全体に亘って算出する。このようにして視点位置毎の視点移動速度Ｖを設定することによ
り、相対的に腸管径Ｒの大きな位置ほど相対的に高い視点移動速度Ｖ、すなわち、図４（
ｂ）の腸管径と視点位置との関係を示すグラフに沿うような視点移動速度Ｖが設定される
。
【００３９】
　ここで、医療用ガス注入により膨張する部分の視点移動速度の設定について、図６を参
照しながら詳細に説明する。なお、ここでは、視点の移動位置に応じた仮想内視鏡画像を
表示させるときのフレームレート（単位時間あたりの画像書換回数）を一定（例えば３０
回／秒）として説明する。すなわち、１秒間に３０枚の画像を切り換えて表示させること
により、動画として表示させる場合について説明する。
【００４０】
　図６（ａ）は、膨張前の腸管径Ｒ１の大腸３０を示しており、仮にこの腸管径Ｒ１の部
分に図５（ａ）の一次関数を適用すれば、この部分の視点移動速度はＶ１に設定される。
そして、例えば断面３０ａ～断面３０ｂまでの範囲の視点位置に対応した仮想内視鏡画像
Ｇ（合計３０枚）が、動画として１秒間に表示されることとなる。一方で、大腸３０に医
療用ガスを注入することにより、この腸管径Ｒ１の部分（断面３０ａ～断面３０ｂ）が腸
管径Ｒ２（＞Ｒ１）に膨張した場合を想定する。この腸管径Ｒ２を図５（ａ）の一次関数
に代入することにより、この部分の視点移動速度がＶ２（＞Ｖ１）に設定される。このよ
うに、腸管径Ｒに応じて視点移動速度Ｖを設定することにより、膨張後も膨張前と同様に
、断面３０ａ～断面３０ｂまでの範囲の視点位置に対応した仮想内視鏡画像Ｇ（合計３０
枚）が、動画として１秒間に表示されることになる。このため、腸管が膨張される部分に
おいても、観察者に視点移動速度の低下を感じさせることがなく、違和感の少ない表示を
行うことができる。
【００４１】
　〈７〉制御部１１の画像表示手段２５は、ステップＳ５０で生成された仮想内視鏡画像
群を、ステップＳ６０で設定された視点移動速度で表示させるように、生成された画像デ
ータを表示装置２に出力する。図７には、この画像データに基づいて表示装置２に表示さ
れる、仮想内視鏡画像の一例を示している。図７（ａ）は、膨張されて大腸ヒダＨ同士が
芯線方向に離れて位置する上行結腸３３部分の仮想内視鏡画像であり、図７（ｂ）は、十
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分に膨張されず大腸ヒダＨ同士が芯線方向に密集して位置する下行結腸３５もしくはＳ状
結腸３６部分の仮想内視鏡画像である。
【００４２】
　大腸３０のうちで相対的に腸管径の小さな下行結腸３５およびＳ状結腸３６は、相対的
に低い視点移動速度で表示されるので、大腸ヒダＨ同士が密集していても仮想内視鏡画像
をじっくりと観察できて、観察精度を確保できる。一方、大腸３０のうちで相対的に腸管
径の大きな上行結腸３３は、相対的に高い視点移動速度で表示されるので、芯線方向に離
れて位置する大腸ヒダＨを効率良く観察することができる。また、このように腸管径に応
じて視点移動速度を設定することにより、大腸ヒダＨ同士の間隔に拘わらず一定速度で視
点を移動させているように観察者に感じさせることができ、観察者が感じる違和感を低減
することができる。
【００４３】
　上述の実施形態においては、仮想内視鏡画像を単独で表示装置２に表示させる構成を例
示して説明したが、この構成に代えて、仮想内視鏡画像とともにＣＴ関連画像を表示させ
る構成も可能である。ここで、ＣＴ関連画像とは、例えば医用画像データ（ＣＴ値）によ
るＣＴ原画像、医用画像データを基にした多断面再構成画像（ＭＰＲ：Multi Planer Ref
ormation Image）、および医用画像データを基にしたＣＰＲ（curved planar reconstruc
tion）表示による画像等である。
　また、表示装置２には、同一の視点位置に対応した仮想内視鏡画像とＣＴ関連画像とを
同期して表示することが可能である。この場合には、例えば仮想内視鏡画像を観察して病
変の可能性がある部分の位置を大まかに、且つ容易に特定しながら、ＣＴ関連画像でその
部分を詳細に観察できるので、精度良く且つ効率良く診断を行うことができる。
【００４４】
　さらに、仮想内視鏡画像と実際の内視鏡画像とを並べて表示させる構成も可能である。
または、仮想内視鏡画像と、超音波検査によって得られた画像とを並べて表示させる構成
も可能である。このように、実際の仮想内視鏡画像もしくは超音波検査により得られた画
像を並べて表示させることにより、診断情報を互いに補完し合うことができ、精度の高い
診断が可能になる。なお、仮想内視鏡画像と並べて表示される画像、例えば、ＣＴ原画像
、多断面再構成画像、ＣＰＲ表示による画像、実際の内視鏡画像、および超音波検査によ
って得られた画像（画像群）等が、特許請求の範囲における「実管腔状組織画像群」に対
応する。
【００４５】
　また、上記のように複数の画像（例えば、仮想内視鏡画像および実際の内視鏡画像）を
同時表示させる代わりに、例えばこれら２つの画像を所定の時間間隔毎に交互に切り替え
て表示させるようにしても良い。
【００４６】
　上述の実施形態において、異なる体位（例えば仰臥位と腹臥位）で撮影を行い、体位毎
の仮想内視鏡画像を並べて表示装置２に表示させる構成としても良い。この構成によれば
、体位毎の仮想内視鏡画像間において、診断情報が互いに補完され、診断精度を向上させ
ることができる。
【００４７】
　上述の実施形態において、表示装置２に、同一被検体を異なる時期に撮影して得られた
仮想内視鏡画像を並べて表示させる構成としても良い。この構成によれば、例えば前回の
撮影から今回の撮影までの間に管腔状組織に生じた変化を、精度良く診断することができ
る。
【００４８】
　上述の実施形態において、図５（ａ）に示すような一次関数を予め求めて記憶させてお
き、この一次関数に腸管径Ｒを代入して、腸管径Ｒに比例した視点移動速度Ｖを設定する
方法を例示して説明した。この方法に代えて、図５（ｂ）に示すようなべき乗関数を予め
求めて制御部１１のメモリに記憶させておき、このべき乗関数に腸管径Ｒを代入して、腸
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管径Ｒのべき乗に比例した視点移動速度Ｖを設定することも可能である。この方法によれ
ば、例えば図６（ｂ）に示すように、視点移動速度Ｖ３（＞Ｖ２）に基づいて、断面３０
ａ～断面３０ｂ´に対応する例えば合計３０枚／秒の仮想内視鏡画像Ｇを動画として表示
させることができ、この手法によっても効率の良い診断が可能になる。
　また、視点移動速度Ｖの設定について、図５（ａ）に示す一次関数以外の他の線形関数
を用いて設定することが可能である。
【００４９】
　上述の実施形態では、ＣＴにより得られた医用画像データを用いる構成を例示して説明
したが、ＣＴ以外に、例えばＭＲＩ（Magnetic Resonance Imaging）、ＣＴスペクト、ポ
ジトロン断層法（ＰＥＴ：positron emission tomography）、カプセル内視鏡等の他の医
療用撮像手法に得られた医用画像データを用いることも可能である。
【００５０】
　上述の実施形態においては、大腸を観察対象とした場合を例示して説明したが、本発明
に係る医用画像生成装置１を用いて、例えば造影血管、小腸、気管支、脊椎等の管腔状組
織を表す観察用画像を生成して表示させることも可能である。
【００５１】
　上述の実施形態においては、腸管径に応じて視点移動速度を設定する構成を例示して説
明したが、この構成に代えて、芯線方向における大腸ヒダ間隔を算出し、この大腸ヒダ間
隔に応じて視点移動速度を設定する構成でも良い。
【符号の説明】
【００５２】
　１　　　医用画像生成装置
　２　　　表示装置
　３　　　操作装置
　４　　　画像撮像装置
　１１　　制御部
　１２　　データ記憶部
　１４　　表示データ出力インタフェース
　１５　　操作入力インタフェース
　１６　　画像データ入力インタフェース
　２０　　データ特定手段
　２１　　芯線設定手段
　２２　　管腔径算出手段
　２３　　画像群生成手段
　２４　　移動速度設定手段
　２５　　画像表示手段
　３０　　大腸
　３０ａ　断面
　３０ｂ　断面
　３１　　盲腸
　３２　　結腸
　３３　　上行結腸
　３４　　横行結腸
　３５　　下行結腸
　３６　　Ｓ状結腸
　３７　　直腸
　Ｇ　　　仮想内視鏡画像
　Ｈ　　　大腸ヒダ
　Ｒ　　　腸管径
　Ｖ　　　視点移動速度
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【図１】 【図２】



(13) JP 2015-123250 A 2015.7.6

【図５】 【図６】
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【図３】
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【図４】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月30日(2014.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１５】
　本発明に係る医用画像生成装置、方法およびプログラムは、一連の観察用画像を表示さ
せるときの、芯線に沿った表示基準点の移動速度を、当該表示基準点の移動位置における
管腔状組織の径を基にして設定するように構成されている。このため、管腔状組織の径に
応じた移動速度の設定、例えば管腔状組織の径が相対的に小さな部分は、表示基準点の移
動速度を相対的に低く、管腔状組織の径が相対的に大きな部分は、表示基準点の移動速度
を相対的に高くする設定が可能である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
【図１】本発明に係る医用画像生成装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す医用画像生成装置において実行される処理の流れを示すフローチャー
トである。
【図３】医用画像データを基にして特定された大腸全体を示す図である。
【図４】（ａ）は大腸内部を示す展開図であって、（ｂ）は芯線上の位置と腸管径との関
係を示すグラフである。
【図５】視点移動速度を設定するための基となるグラフの例であって、（ａ）は腸管径に
比例した移動速度を設定する場合のグラフで、（ｂ）は腸管径の冪乗に比例した移動速度
を設定する場合のグラフである。
【図６】膨張部分の視点移動速度を説明するための模式図であって、（ａ）は膨張前の腸
管を示す模式図で、（ｂ）は膨張後の腸管を示す模式図である。
【図７】（ａ）は膨張された部分の仮想内視鏡画像であって、（ｂ）は十分に膨張されて
いない部分の仮想内視鏡画像である。
【手続補正書】
【提出日】平成27年5月13日(2015.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体における、ヒダを有する管腔状組織を膨張させた状態で前記被検体を撮像して得
られた医用画像データを基にして、観察対象である前記管腔状組織の画像を、当該管腔状
組織の芯線に沿って表示基準点の位置を移動させながら表示させる医用画像表示制御装置
であって、
　前記医用画像データから前記管腔状組織に対応する管腔状組織の芯線を構成する点のそ
れぞれにおいて、前記芯線に直交する前記管腔状組織の径を特定する管腔径特定手段と、
　前記芯線に沿って前記表示基準点が移動するように当該表示基準点の位置に対応した前
記管腔状組織を表す観察用画像を表示させるときの前記表示基準点の移動速度を、前記表
示基準点の位置に対応した管腔状組織の径が大きくなるにつれて速くなるように、前記管
腔径特定手段で特定された径を基にして設定する移動速度設定手段と、を備えたことを特
徴とする医用画像表示制御装置。
【請求項２】
　前記移動速度設定手段は、前記管腔状組織のヒダの間隔に拘わらず一定速度で視点が移
動しているように観察者が感じるように、前記表示基準点の位置における、前記特定され
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た管腔状組織の径に比例するように前記移動速度を設定することを特徴とする請求項１に
記載の医用画像表示制御装置。
【請求項３】
　前記移動速度設定手段で設定された移動速度で前記表示基準点が移動するように、当該
表示基準点の位置に対応した前記管腔状組織を表す観察用画像を表示させるように制御す
る表示画像制御手段を更に有することを特徴とする請求項１または２に記載の医用画像表
示制御装置。
【請求項４】
　前記表示画像制御手段は、前記表示基準点を視点として観察される前記管腔状組織を表
す観察用画像を、視点を移動させながら表示させるとともに、当該観察用画像の視点と同
一の視点位置に対応する他の観察用画像を、視点を移動させながら同期させて並べて表示
させるように制御することを特徴とする請求項３に記載の医用画像表示制御装置。
【請求項５】
　前記表示画像制御手段は、前記表示基準点を視点として観察される前記管腔状組織を表
す観察用画像と、当該観察用画像の視点と同一の視点位置に対応する他の観察用画像とを
交互に切り替えて表示させるように制御することを特徴とする請求項３に記載の医用画像
表示制御装置。
【請求項６】
　前記他の観察用画像は、前記医用画像データの原画像、前記医用画像データを基にした
多断面再構成画像、前記医用画像データを基にしたＣＰＲ表示による画像、実際の内視鏡
画像、超音波検査によって得られた画像、異なる体位で撮像された医用画像データの前記
表示基準点の位置に対応した前記管腔状組織を表す観察用画像、異なる時期に撮像された
医用画像データの前記表示基準点の位置に対応した前記管腔状組織を表す観察用画像の少
なくとも１つの画像であることを特徴とする請求項４または５に記載の医用画像表示制御
装置。
【請求項７】
　前記管腔状組織が大腸であることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の医
用画像表示制御装置。
【請求項８】
　被検体における、ヒダを有する管腔状組織を膨張させた状態で前記被検体を撮像して得
られた医用画像データを基にして、観察対象である前記管腔状組織の画像を、当該管腔状
組織の芯線に沿って表示基準点の位置を移動させながら表示させる医用画像表示制御方法
であって、
　前記医用画像データから前記管腔状組織に対応する管腔状組織の芯線を構成する点のそ
れぞれにおいて、前記芯線に直交する前記管腔状組織の径を特定する管腔径特定ステップ
と、
　前記芯線に沿って前記表示基準点が移動するように当該表示基準点の位置に対応した前
記管腔状組織を表す観察用画像を表示させるときの前記表示基準点の移動速度を、前記表
示基準点の位置に対応した管腔状組織の径が大きくなるにつれて速くなるように、前記管
腔径特定ステップで特定された径を基にして設定する移動速度設定ステップと、をこの順
に行うことを特徴とする医用画像表示制御方法。
【請求項９】
　被検体における、ヒダを有する管腔状組織を膨張させた状態で前記被検体を撮像して得
られた医用画像データを基にして、観察対象である前記管腔状組織の画像を、当該管腔状
組織の芯線に沿って表示基準点の位置を移動させながら表示させる処理を、コンピュータ
において実行せしめる医用画像表示制御プログラムであって、
　前記医用画像データから前記管腔状組織に対応する管腔状組織の芯線を構成する点のそ
れぞれにおいて、前記芯線に直交する前記管腔状組織の径を特定する管腔径特定ステップ
と、
　前記芯線に沿って前記表示基準点が移動するように当該表示基準点の位置に対応した前
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記管腔状組織を表す観察用画像を表示させるときの前記表示基準点の移動速度を、前記表
示基準点の位置に対応した管腔状組織の径が大きくなるにつれて速くなるように、前記管
腔径特定ステップで特定された径を基にして設定する移動速度設定ステップと、を前記コ
ンピュータにおいて実行せしめることを特徴とする医用画像表示制御プログラム。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、観察対象である管腔状組織を表す観察用画像の表示制御に関するものであり
、更に詳細には、芯線に沿って移動する視点に対応した一連の観察用画像を適切に表示さ
せる医用画像表示制御装置、方法およびプログラムに関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は上記のような課題に鑑みてなされたものであり、ヒダを有する管腔状組織を精
度良く且つ効率良く観察できる画像を表示させ得る医用画像表示制御装置、方法およびプ
ログラムを提供することを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明に係る医用画像表示制御装置、方法およびプログラム
は、以下のように構成されている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　すなわち、本発明に係る医用画像表示制御装置は、
　被検体における、ヒダを有する管腔状組織を膨張させた状態で前記被検体を撮像して得
られた医用画像データを基にして、観察対象である前記管腔状組織の画像を、当該管腔状
組織の芯線に沿って表示基準点の位置を移動させながら表示させる医用画像表示制御装置
であって、
　前記医用画像データから前記管腔状組織に対応する管腔状組織の芯線を構成する点のそ
れぞれにおいて、前記芯線に直交する前記管腔状組織の径を特定する管腔径特定手段と、
　前記芯線に沿って前記表示基準点が移動するように当該表示基準点の位置に対応した前
記管腔状組織を表す観察用画像を表示させるときの前記表示基準点の移動速度を、前記表
示基準点の位置に対応した管腔状組織の径が大きくなるにつれて速くなるように、前記管
腔径特定手段で特定された径を基にして設定する移動速度設定手段と、を備えたことを特
徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上述の医用画像表示装置において、前記移動速度設定手段は、前記管腔状組織のヒダの
間隔に拘わらず一定速度で視点が移動しているように観察者が感じるように、前記表示基
準点の位置における、前記特定された管腔状組織の径に比例するように前記移動速度を設
定する構成が好ましい。
　また、前記移動速度設定手段で設定された移動速度で前記表示基準点が移動するように
、当該表示基準点の位置に対応した前記管腔状組織を表す観察用画像を表示させるように
制御する表示制御手段を更に有することが好ましい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上述の医用画像表示制御装置において、
　前記表示画像制御手段は、前記表示基準点を視点として観察される前記管腔状組織を表
す観察用画像を、視点を移動させながら表示させるとともに、当該観察用画像の視点と同
一の視点位置に対応する他の観察用画像を、視点を移動させながら同期させて並べて表示
させるように制御する構成が好ましい。
　一方、前記表示画像制御手段は、前記表示基準点を視点として観察される前記管腔状組
織を表す観察用画像と、当該観察用画像の視点と同一の視点位置に対応する他の観察用画
像とを交互に切り替えて表示させるように制御する構成としてもよい。
　前記他の観察用画像は、前記医用画像データの原画像、前記医用画像データを基にした
多断面再構成画像、前記医用画像データを基にしたＣＰＲ表示による画像、実際の内視鏡
画像、超音波検査によって得られた画像、異なる体位で撮像された医用画像データの前記
表示基準点の位置に対応した前記管腔状組織を表す観察用画像、異なる時期に撮像された
医用画像データの前記表示基準点の位置に対応した前記管腔状組織を表す観察用画像の少
なくとも１つの画像であることが好ましい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明に係る医用画像表示制御方法は、
　被検体における、ヒダを有する管腔状組織を膨張させた状態で前記被検体を撮像して得
られた医用画像データを基にして、観察対象である前記管腔状組織の画像を、当該管腔状
組織の芯線に沿って表示基準点の位置を移動させながら表示させる医用画像表示制御方法
であって、
　前記医用画像データから前記管腔状組織に対応する管腔状組織の芯線を構成する点のそ
れぞれにおいて、前記芯線に直交する前記管腔状組織の径を特定する管腔径特定ステップ
と、
　前記芯線に沿って前記表示基準点が移動するように当該表示基準点の位置に対応した前
記管腔状組織を表す観察用画像を表示させるときの前記表示基準点の移動速度を、前記表
示基準点の位置に対応した管腔状組織の径が大きくなるにつれて速くなるように、前記管
腔径特定ステップで特定された径を基にして設定する移動速度設定ステップと、をこの順
に行うことを特徴とする。
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【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明に係る医用画像表示制御プログラムは、
　被検体における、ヒダを有する管腔状組織を膨張させた状態で前記被検体を撮像して得
られた医用画像データを基にして、観察対象である前記管腔状組織の画像を、当該管腔状
組織の芯線に沿って表示基準点の位置を移動させながら表示させる処理を、コンピュータ
において実行せしめる医用画像表示制御プログラムであって、
　前記医用画像データから前記管腔状組織に対応する管腔状組織の芯線を構成する点のそ
れぞれにおいて、前記芯線に直交する前記管腔状組織の径を特定する管腔径特定ステップ
と、
　前記芯線に沿って前記表示基準点が移動するように当該表示基準点の位置に対応した前
記管腔状組織を表す観察用画像を表示させるときの前記表示基準点の移動速度を、前記表
示基準点の位置に対応した管腔状組織の径が大きくなるにつれて速くなるように、前記管
腔径特定ステップで特定された径を基にして設定する移動速度設定ステップと、を前記コ
ンピュータにおいて実行せしめることを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明に係る医用画像表示制御装置、方法およびプログラムは、芯線に沿って表示基準
点が移動するように表示基準点の位置に対応した管腔状組織を表す観察用画像を表示させ
るときの表示基準点の移動速度を、表示基準点の位置に対応した管腔状組織の径が大きく
なるにつれて速くなるように、管腔径特定手段で特定された径を基にして設定するように
構成されている。このため、管腔状組織の径に応じた移動速度の設定、例えば管腔状組織
の径が相対的に小さな部分は、表示基準点の移動速度を相対的に低く、管腔状組織の径が
相対的に大きな部分は、表示基準点の移動速度を相対的に高くする設定が可能である。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
【図１】本発明に係る医用画像表示制御装置の一実施形態である医用画像生成装置の概略
構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す医用画像生成装置において実行される処理の流れを示すフローチャー
トである。
【図３】医用画像データを基にして特定された大腸全体を示す図である。
【図４】（ａ）は大腸内部を示す展開図であって、（ｂ）は芯線上の位置と腸管径との関
係を示すグラフである。
【図５】視点移動速度を設定するための基となるグラフの例であって、（ａ）は腸管径に
比例した移動速度を設定する場合のグラフで、（ｂ）は腸管径の冪乗に比例した移動速度
を設定する場合のグラフである。
【図６】膨張部分の視点移動速度を説明するための模式図であって、（ａ）は膨張前の腸
管を示す模式図で、（ｂ）は膨張後の腸管を示す模式図である。
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【図７】（ａ）は膨張された部分の仮想内視鏡画像であって、（ｂ）は十分に膨張されて
いない部分の仮想内視鏡画像である。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態について、上述の図面を参照しつつ詳細に説明する。まず、図
１を参照しながら、本発明に係る医用画像表示制御装置の一実施形態である医用画像生成
装置１の装置構成について説明する。
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